
下 北 半 島 の 交 通

横 山 弘

下北半島は青森県の東北部に斧状にのぴる半島で,津章海峡を-だてて北海道渡島半島と対

崎 Lで ハる｡先端の大間から函館まではフェリーボートの就航によって約 1時間半で到達でき

る0両は大間から野辺地まで国道むつ ･はまをすラインが通じ,また国鉄大湊線によって青森

市や県の中央部 と交流う訂行われている.下北半島の東部 と西部は地形的に異在った窄相を示 し,

東部は低い丘陵 .台地の地形に対 して,西部は壮年期の侵蝕山地と火山の山地地形を示しで/1

る｡その中間に田名部の低地帯がある｡西部山地は奥羽山脈 と那須火山帯の延長で.急峻を山

地が海岸まで迫 り.海岸線は断層崖にあわっているOそのた桝こ交通路が山地を通過 し,西海

_岸の交通の庚はよくをl･/)｡山地の東側に恐山,橿原 の新期火山が肇え,字曾利湖カルデラを形

成 Lでハる.東部の丘陵 ･台地は 1a0-550mのなだらかを地形を示 L,その末端は田名
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部低地帯にかわってI/､る.東部及び北部海岸は隆起海岸 で大間,尻屋岬付近には数段の海岸段

丘が発達している｡

気候はこの様を地形の影響をうけ,東側は表日本式気候に属し,夏に偏東風が吹き続けると

冷涼を陰雲を日が多くそる｡これに反し西側は裏日本式の気候に属L,冬から春にかけて西北

風の季節風の影響をうけて雲天横雪の日が続 く｡したがって交通条件が悪化する.

下北地域は主としてバス交通と鉄道交通に依存しTt･ハる｡バス交通は2系統からを9, 1つ

は下北バス株式会社の路線 で田名部を起点として.尻屋線 ･小田の沢線 ･泊線 ･恐山線が走っ

てvlる｡7fた,大畑を起点として,大畑-むつ線 ･大畑-.青森線 ･佐井線 ･薬研線が走ってい

る｡もう1つは国鉄･J,'スの路線で,田名部から脇野沢間を走ってIJlる.

下北バス路横の尻屋線 ･小田の沢線 ･沿線 ･恐山線 ･大畑-むつ線 ･大畑一青森線 ･佐井線

はむつを中心として放射状にのぴてお9,下北地域の東半部の交通を優をらしめてtJlる｡それ

に反 して.西半部の交通は山地の地形的障害が交通を妨げ,海岸線にそう佐井線と脇野沢線が

重要女路線となり,山地にむかう線は薬研線と恐山線の2線だけとそる｡最近観光ルートとし

て循葛藤の必要性を認め,大畑と佐井を薬研を通して連絡する線や,佐井と川内を結ぶ線など

を考えでハるが,･,,'ス連絡する7tでには至っていせVIo

鉄道は大湊線JJ:野辺地 ･大湊間を遠藤L,大畑線が大湊 ･大畑間を連絡しT lハるっ戦時中に

大畑からさらに延長 して大間7tで鉄道を通す計画であったが,終戦にモb施設半ばにして中止

Lてしまった.した/J:って,鉄道の役割は青森 ･野辺地方面とむつの連絡が主体とそD,下北

地域全体の結合には重要性がうすÎo

バス交通の利用者を見ると,下北バス路線では昭和 45年度の利用率のもっとも高-ハ路線が

大畑-むつ線で715.045人 (定期 70.200人 ･定期外 642.845人)を数え,全路線

の24串を占めてtハる｡それに次rハで多-ハのが佐井線で552.101ロ人 (定期 18.5占0人 ･

定期外 515.74口人)とな918啓を占めT-Jlる1次が青森線 で507,546人 (定期外の

み)を数え,10弟を占めでハる｡その他むつ市内線が 9車,野辺地線が 9感,尻屋線が 7尋,

･｣､田の沢線が7帝を占めでJlる,むつ線が高'L,1比率告示LTtJlるのは,下北の副中心地 である

大畑とITつ市を結ぶ重要を路線であるほかに,大畑を起点としで ハる佐井線からの乗客がむつ

市に出るためにはどうしてもこれに乗Dつがねばそらぬ路線 であるからであるっその約 10多

が定期客であることが特色であるoその他一般客にくらべて定期客の多･ハ路線は横浜線 (2占

帝).尻匿線 (14帝),の各線 である｡ この路線に沿う部落はバス交通によってむつ市に通

勤 ･通学しで^るためである.

各路線の月別乗客数を見ると,5つの塾が見られる｡ 1つは8月 (或は 10月)の観光シー

ズンにピークの見 られる観光型路線 であD,もう1つは特別にビ-クの見られをい日常塾路線
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である｡第 5番目は親光型と日常塾の複合した複合型路線 である.観光型路線 としては8月に

ピークの見られる大畑-青森線 ･尻屋線 ･恐山線 ･佐井線 と8月と10月にピークの見られる

薬研線 ごある.日常型路線 としては横浜線 ･泊線 ･二又線 ･小田の沢線 ･六ヶ所線 であD,複

合型路嶺は田名部線 ･野辺地線 ごある｡下北半島が国定公園に指定され,むつはまなすライン

が出来てから,にわかに観光地として脚光を浴びるようにをD,夏季のシーズンに訪れる観光

客が増加している.尻屋 ･恐山 ･佐井は夏季がかけ入れどさでバス利用者が8月に急増する｡

薬研は8月の性かに 10月の糸l二葉シーズンにも湊流が観光客をひきつけ,バスのb入れのビー

クを形成する.日常塾路線及び複合型路線の中に1月にピークの見 られるものは出稼地域 で,

里帰Dのシーズンに乗客が急増するものである. (第 2図)
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第 2図

EE]名部から脇野沢に運転される国鉄バスについて見ると,タイプは複合型路禄である.すな

わち ･ピークJJi'8月と 1月 ･5月に見られる.ここも戟光地であると共にまた出稼地域 r･もあ

る｡この区間のバス交通は近距離間 (15伽未満)の利用者が80葬以上で,南通b海岸の日

常交通の役割を果 していると見ることが出来る015-26耳Tqを中距離とすると,その利用率

は5序内外でどの月も大体一･定Lで ハるJJl',26-44hの遠距離利用率は8月がもっとも多

く15車を占め,観光客の利用を示すものと思われるO

次に鉄道の利用状況を見ると,大畑駅の場合,昭和 44年度にかける乗車人員は,普通乗車

人員 72.284人に対して,定期乗車人員 184,959人で,定期乗車人員が2.5倍の比率を
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示 してl′ゝる,,これを見ると大畑線けV)かにとの地域の通勤 ･通学に利用されているかがわかる｡

その月別の利用傾向を見ると,定期乗車人員の高tJlのは7-8月と10- 12月で,どハか漁

の盲かんを時期にピークを香し,Vlか加工をどの雇傭者の多■Jl時と一致する｡普通乗卓の方は

8月と1月にピークをなし,観光シーズンと出接着の帰省の時期にあたつT･ハる.

大湊駅の昭和 44年度の乗車人員は,普通乗車人員 105,965人に対して,定期乗車人員

は 121･72軍人で,定期乗車人員が1･2倍の比率を示し,大畑と同様に定期乗車が多ho普

通乗車の方は大畑と同様に8月と1月に乗車客数のt='-クがあ9,頼光シーズンと出稼者の帰

省のためと考えられる｡

大間と函館間に東日本フエリ一大函航路が開かれてお9,むつはまなすラインの完成と共に

内地からの自動車で北海道に渡る人が年 増々加している｡月別の乗客数を見ると1月から4月

までは殆んど変化がなL̂が,5月から急増し,6月に-時停滞し,7月から8月にかけてピー

クに凍る.9月になると急に下降し,12月まC波少傾向をたどる｡すなわち,8月の観光シ

ーズンに利用する客が非常に多lハことを示 しでハる.しか も.8月の乗客は年毎に増加し,4

2年から増加率も一段と高 くなつT tハる｡乗用車の利用率はさらに顕著であるO昭和 41年頃

は ピークもはつき9あらわれ浸かったが, 42年から8月の利用者JJl'急増し, 45年,44年

と急激を上昇を見せてIvlる｡その他の月ののぴはあまb見られetハ.その他の トラックやバス

･二輪車の利用状況を見ると,これらも昭和 4 0年頃は低調 でピークJJ:見られなかったJJ:,4

1年から8月の利用が多くをD,それに続vlて7月,6月,9月の利用も高 くを 9 , 44年に

は占月から上昇し,7月,8月とピークを示 し,9月10月頃まで高,ハ利用率を示 しで[̂るっ

フエ1)-ポ- トの利用につ'Jlでは下北地域の人 々も恩恵を受けてかD,日常の購買や病院利用

をどVTL大間の隣接部落は函館-の依存を示しで ハる｡

以J=の様に下北半島の交通はバス交通でも鉄道交通でも観光シーズンの利用率7FJl'高く,観光

のための役割は大きく果 して'J･1るJJl',その他の時期の利用率が比軟的低●へ 鉄道交通の場合は

普通乗車よ37定期乗車人員が多く,大畑線はその傾向が特に強へ そのため,大畑線は赤字路

線 と云われ,廃止論-2でごたが,しかし下北半島の中心地 であるむつ市と副中心地大畑とをむ

すぶ大畑線に隣接部落の住民が･JlかVこ依存してtハるかを考えれば,住民福祉の上からも存続を

認めねば食らそ ･･Jlだろう｡下北半島のように集落が散在LでJlる地域ではバス交通の重要性が

高 く,その為の道路舗装が必要となるだろう､その意味におlJlて,むつはまをすラインJJl'開通

したことは下北地域にとって重要を意義がある｡
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